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はじめに 
 

本書に含まれる内容は予告なく変更される場合があります。 

株式会社ニューテックは、本書に記載された製品の適合性、暗黙の保証、運用における損

害、及び、本書の使用に関連した損害について責任を負いかねます。また、本製品は、日

本国外、軍事目的、原子力設備で使用されないことを前提としております。 

株式会社ニューテックは、本書に記載された製品へ記録されたデータについて、その消失・

誤記録における責任を負いかねます。 

(データのバックアップは、システム管理者の責任において実施が必要です。) 

本書は、著作権によって保護された情報を含んでおり、本書のいかなる部分も、株式会社

ニューテックの書面による許可の無いまま、コピー、再版、他言語への翻訳を行ってはい

けません。 

 

株式会社ニューテック 

〒105-0013 

東京都港区浜松町 2丁目 7-19 KDX 浜松町ビル 

http://www.newtech.co.jp 

 

Copyright© 2011,Newtech Co.,Ltd. All rights reserved. 

 

 

 

 

本書利用者の前提条件 
 

本書は、コンピュータ装置の運用管理技術を有し、本書に記載された製品を利用するため

の、コンピュータ OS(基本ソフト)のインストール及びシステム変更の知識、及び、安全な

運用や発生する問題を解決できる人を前提としています。 
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この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が死亡、または重症

を負う可能性が想定される内容を示しています。 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が傷害を負う可能性

が想定される場合及び物的損害の発生が想定される内容を示しています。

この記号は、強制（必ずすること）の行為であることを示します。具体的

な強制内容をこの記号の中や近くに絵や文章で示します。 

この記号は、注意（警告を含む）をうながす内容があることを示します。

具体的な注意喚起内容をこの記号の中や近くに絵や文章で示します。 

この記号は、禁止（してはいけないこと）の行為であることを示します。

具体的な禁止内容をこの記号の中や近くに絵や文章で示します。 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が死亡、または重症

を負う危険が切迫して生じる場合が想定される内容を示しています。 

本製品は水を使う場所や湿気の多い所で使用しないで下さい。 

火災や感電、故障の原因となります。 

本製品やコンピュータ本体から煙が出たり異臭がした場合は、直ちに電源

を切り、電源コードをコンセントから抜いて下さい。 

すぐに販売店または弊社サポート窓口までご連絡下さい。 

そのまま使用すると火災や感電、故障の原因となります。 

本製品の内部に水などの液体や異物を入れないで下さい。 

万一入った時は、すぐに電源コードを抜いて販売店または弊社サポート窓

口までご連絡下さい。 

本製品の分解、改造、修理をお客様ご自身で行わないで下さい。 

本製品や火災や感電、故障の原因となります。 

安全にお使いいただくために 
 

本製品を安全にお使いいただき、ケガや機器の障害を未然に防止するために、以下の注意

事項を良くお読み下さい。 

表示の意味 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

警告 
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注意 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本製品に添付又はオプションのケーブル、コネクタ以外はご使用にならな

いで下さい。 

火災や感電、故障の原因となります。 

ぬれた手で電源プラグを触らないで下さい。 

火災や感電、故障の原因となります。 

電源プラグの端子にほこりや金属物が付着したままご使用にならないで下

さい。 

火災や感電、故障の原因となります。 

万一付着している場合は、良く拭き取ってからご使用下さい。 

電源プラグはコンセントの奥まで確実に挿し、アースを取ってご使用下さ

い。 

火災や感電、故障の原因となります。 
※本製品ではアース付きの３端子タイプの電源プラグを使用していますが、一時的にアース線付き

 の３端子－２端子変換アダプタを使用する場合も必ずアース線を接続してご使用下さい。 

本製品の上に乗ったり、物を乗せたりしないで下さい。 

機器が故障や、倒れてケガの原因になります。 

リチウム電池の取り扱いについては、次のことを必ず守って下さい。 

本装置の内蔵バッテリには、リチウム電池が使われています。取り扱い

を誤ると、発熱、破裂、発火などの危険があります。 

・ 充電、電極除去、分解をしない 

・ 加熱、焼却をしない。 

・ 電池は水にぬらさない 

・ 子供が飲み込んだりしないように、十分注意する 

・ リチウム電池を廃棄する場合は、地方自治体の条例、または規制に従

ってください。 

・ バッテリの極性（＋、－）を正しく取り付けること。間違えると発熱、

破裂、発火などの危険があります。 
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1.新規導入 
 

製品の梱包を開けてから設置までの手順を説明します。なお、この章には本装置の基本的

な操作方法も記載しておりますので、運用を開始される前に必ずお読み下さい。 

 

1-1.梱包品の内容確認 

梱包品一式が揃っていることをご確認下さい。万一、不足品があった場合、速やかにお買

い上げの販売会社までご連絡下さい。 

 

 

 

1-2.設置場所の確認 

本装置を設置する場所については、以下の点にご注意して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホコリの多い場所、湿気の多い場所には置かない 
換気扇の近くなどホコリの多い場所、加湿器の近くや水仕事の作業場などには設置しな

いで下さい。また、工場など空気中に油分やその他微粒子がある環境での設置もできま

せん。このような環境に設置される場合は、防塵・防油の密閉型ラックキャビネットを

ご使用されることをお奨めします。 

高温・低温になる場所 
直射日光の当たる場所や、暖房器具の近くなどには設置せず、周囲温度がなるべく常温

(10～35℃)の場所に設置して下さい。夜間・休日などエアコンが停止するオフィスなど

の環境では、24 時間連続稼動システムの運用は避けて下さい。これは、夏場エアコン

の停止する休日に 24 時間連続稼動システムのトラブルが多く報告されており、後の調

査で、その環境が 45℃を超える事例もあったためです。また、サーバールームを設け

ていても、エアコンが集中管理されている場合は、オフィスと連動しているため、冬場

は冷房に設定できない場合もあります。したがって、サーバールームのエアコンに、必

ず独立稼動できるタイプを設置して下さい。 

振動のある場所 
机上でも引き出しの開閉が頻繁に行われる場所や、振動を起こしている機器の近くには

設置しないで下さい。 

他の装置とのスペース 
背面部は、30cm 程度のゆとりをもって下さい。ラックマウント製品では、その基準に

従って設置しますが、実装されるキャビネットは、本装置の運用の際にはエアフローな

どの点において十分冷却能力のあるタイプを選択して下さい。また、ラックの冷却能力

や、設置場所のエアコンの能力によっては高密度実装ができない場合があります。その

場合には、それぞれの機器間で 0.5U 程度のスペースを空けると冷却効率が上がる場合

があります。 

本体の移動 
サーバー本体は重量物なので、箱から取り出す時などは二人以上で作業して下さい。
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1-3.ラックへの設置 

プラスドライバ（#2）とボックスレンチ(8mm)を準備してください。 

1-3-1.step1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レール先端付近に水色の部品が付いているスライドレールを伸ばし、内側のインナーレー

ルを引出します。 

引き出す途中で止まりますので、固定ラッチ（白色）を矢印方向に動かしラッチを解除し

て、インナーレールを取り外します。 

 

 

1-3-2.step2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スライドレールの長さ調整ナット（ねじ）2本を緩め、搭載するラックの奥行きのおよその

長さに調整します。ねじは固定せず、長さが変わらない程度の仮止めにしておきます。 

本ラックレールは左右共通で使用できます。 

ラッチ解除

各レールの摺動部にグリスが塗ってありますので、拭き取らないで下さい。

本ラックレール取付け可能な奥行き寸法 

小寸法：72cm 

大寸法：106cm 

背面側 

前面側 



3 

1-3-3.step3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ラックの支柱にスライドレールをセットし、付属のケージナットを前面、背面 2個ずつ取

り付けます。付属のねじ（座金付）使用し、前面は 1本、背面は 2本使用し固定します。

前後のねじ固定後、緩めたままの長さ調整ナット（ねじ）を固定します。 

 

1-3-4.step4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サーバーの両側面に、インナーレールの青色部品が前方に来るようし、レールのかぎ穴と

サーバーのピンを合わせ、インナーレールを前方にずらし、ねじ 3本で固定します。 
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1-3-5.step5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サーバーに取り付けた左右のインナーレール先端をスライドレールの先端に合わせて、直

ぐに収まるように取り付け、インナーレールがロックされるまで、サーバー本体をゆっく

り奥へスライドさせます。 

インナーレールの青色部品を前または後ろに動かし、ロックを解除してサーバー本体をゆ

っくり奥へスライドさせます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サーバー前面両側のねじを締付け、サーバーを固定します。 

 

サーバー本体は重量物なので、二人以上で持ち上げて下さい。 

サーバー本体をスライドさせる場合や、元に戻す場合は、充分注意してく

ださい。 

指や衣服が挟まれて、けがをするおそれがあります。 
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1-4.本体各部の名称 

1-4-1.本製品前面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-4-2.操作ボタン及びインジゲータ LED 詳細 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ システム障害発生(軽度)とは、CPU 温度やファン回転数が一時的に閾値を超えたが、その後、正常値に

戻った時などを指します。 

※ AC 入力後、BMC が Ready になるまで(約 5秒～20 秒程度)パワーボタンは有効になりません。 

※ 電源オン後、メモリ容量などによっては VGA 出力まで数分掛かる場合があります。 

HDD ベイ 12 HDD ベイ 9 HDD ベイ 6 HDD ベイ 3 

HDD ベイ 11 HDD ベイ 8 HDD ベイ 5 HDD ベイ 2 

HDD ベイ 10 HDD ベイ 7 HDD ベイ 4 HDD ベイ 1 

消灯 パワーオフ 

緑点灯 パワーオン 1 パワーLED 

緑点滅 スリープ 

消灯 OK 

システム障害発生 2 
ステータス LED 

（BMC 管理） 橙点灯
システム障害発生(軽度)※ 

消灯 リンクなし 

3 NIC1 LED 

緑点灯 NIC 1/2 リンク中 

4 NIC2 LED 
緑点滅 NIC 1/2 アクセス中 

5 
 

HDD アクセス LED 消灯 本モデルでは点灯しません 

消灯 OK 

6 システム ID LED 
青点滅

ID ボタン操作または BMC から

ID コマンド発行時点滅 

7 パワーボタン※ サーバー電源を ON/OFF 

8 システム ID ボタン ID LED の点滅/消灯 

操作ボタン及びインジゲータ LED 

HDD ベイ 1～12 
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1-4-3.HDD モジュール詳細 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サーバー稼働中に故障していないHDDを取り外さないでください。 

データ損失やサーバーが停止することがあります。 

HDDリリースボタン

ステータス LED 

 黄色点灯：正常 

 黄色点滅：リビルド中 

 赤点灯：HDD 故障 

 消灯：HDD 未搭載 

 

 

アクセス LED 

 緑点灯（点滅）：HDD アクセス中 HDD リリース／ロック レバー 
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1-4-4.本製品背面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-4-5.I/O ポート詳細 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-4-6.NIC LED インジゲータ表示 

 

 

 

 

※BMC 管理ポートのスピード LED が消灯している場合でも、ステータス LED が点灯・点滅

している時は、機能しています。 

1 PS2 マウス  

2 PS2 キーボード  

3 ID ボタン/LED ID LED の点滅/消灯 操作 

4 ステータス LED 

緑点灯：OK 

橙点灯：深刻なシステム障害発生 

橙点滅：システム障害発生(軽度) 

5 USB ポート  

6 VGA ポート  

7 COM ポート  

8 システム管理（BMC）ポート 10/100/1000 Mb BMC LAN 

9 eth1 

10 eth0 
10/100/1000 Mb Ethernet LAN 

ステータス LED 
緑点灯：リンク中 

緑点滅：通信中 
黄色点灯：1000Mbps(1Gbps)

緑点灯：100Mbps スピード LED 

消灯 ：10Mbps 

電源モジュール 2 

 

電源モジュール 1 

電源モジュール ステータス LED 

緑点灯：正常 

消灯：故障または AC 供給電圧異常 

拡張カードスロット 1 

PCI-E x8 

 

拡張カードスロット 2 

PCI-E x8 

※RAID ｺﾝﾄﾛｰﾗ実装済み 

I/O ポート 

ステータス LEDスピード LED 
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1-4-7.システムボード概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 名称 備考 

1 PCI-E スロット ライザカード使用 

2 I/O ポート  

3 メモリ スロット (CPU1) DDR3 DIMM x6 チャンネル 1～3 

4 CPU1 電源コネクタ  

5 メイン電源 コネクタ  

6 CPU2 電源コネクタ  

7 PSMI コネクタ  

8 CPU2 ソケット LGA1366 

9 CPU1 ソケット LGA1366 

10 メモリ スロット (CPU2) DDR3 DIMM x6 チャンネル 4～6 

11 SAS メザニンカード スロット 使用しません 

12 IPMI コネクタ  

13 USB コネクタ 使用しません 

14 SATA コネクタ SATAⅡ x6、使用しません 

15 USB コネクタ 使用しません 

16 フロントパネル コネクタ  

17 COM コネクタ 使用しません 
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1-4-8.メモリの構成 

 
本システムはメモリソケットが 12 個あり、各 CPU に 6 個ずつ(3 チャンネル x2)で構成され

ています。標準的にサポートする構成は以下の通りです。 

 
1CPU あたり、DIMM を 1 枚、3枚、6枚、2CPU 搭載時は、DIMM を 2 枚、6枚、12 枚搭載しま

す。サイズが、1GB、2GB、4GB、8GB のシングルランクとデュアルランクの RDIMM で、合計

96GB までサポートします。メモリの動作スピードは CPU の QPI とメモリ構成枚数により決

まります。 

 

本システム搭載 CPU 

CPU Number Clock Speed QPI Speed 
Max 

Memory Speed 

Xeon E5620 2.40GHz 5.86 GT/s 1066 MHz 

 

本システム出荷時のメモリは DDR3-1066 RDIMM を、CPU1 に 3 枚搭載で、CPU の Max Memory 

Speed で動作します。 
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1-4-9.電源ケーブルの接続 

 

電源ケーブルと接続電源の接続は下図の通りに行って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電源プラグはコンセントの奥まで確実に挿し、アースを取ってご使用下さ

い。 

火災や感電、故障の原因となります。 
※本製品ではアース付きの３端子タイプの電源プラグを使用していますが、一時的にアース線付き

の３端子－２端子変換アダプタを使用する場合も必ずアース線を接続してご使用下さい。 

本製品には 2 台の電源ユニットが搭載されています。 
必ず 2台共、添付の電源ケーブルでコンセントに接続して下さい。 

本体背面電源コネクタ 

アース端子付コンセント アース端子が別のコンセント 

アース線 

必ず接地 

して下さい

AC 200V 使用時は、使用者側で適切な

電源ケーブルを用意してください。 
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1-4-10.ハードディスク（HDD モジュール）の交換方法 

サーバー稼働中にハードディスクが故障した場合、冗長性のある RAID 構成ならば、サーバ

ーを停止することなく HDD モジュールの交換が可能です。 

 

 
交換する HDD モジュールのリリースボタンを押します。 

HDD モジュールのリリース／ロックレバーが前に出てきます。 

 

 

リリース／ロックレバーを引くと、HDD モジュールが取り出せます。 
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交換用 HDD モジュールを対象スロットにセットし、ゆっくりと奥に押し込んで下さい。 

 

HDD が止まるところまで押し込み、ロックレバーを倒して下さい。 

（固定ラッチがパチンと音がするまで倒して下さい） 

 

 

 

 

 

 

 

故障したハードディスク以外はスロットから取り外さないで下さい。 
構成された RAID アレイから不用意にハードディスクを取り外すと、RAID アレイが FAIL

状態になり、大切なデータが消失する恐れがありますのでご注意ください。 

ハードディスクの交換（スロットへの装着）は、慎重に行って下さい。 
ハードディスクは振動、衝撃や静電気に弱いため、スロットへの装着はゆっくりと丁寧

に行って下さい。アクセス LED（緑）が点灯（点滅）している時は、ハードディスクへ書

き込みや読み出しが行われていますので、スロットから絶対に取り外さないで下さい。
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1-4-11.電源モジュールの交換方法 

サーバー稼働中に電源モジュール故障した場合、サーバーを停止することなく電源モジュ

ールの交換が可能です。 

 

 

 

交換するモジュールから電源ケーブルを抜きます。 

電源モジュールのハンドルを起こし、ロックレバーを押した状態で、モジュールのハンド

ルを引くと電源モジュールが取り出せます。 

 
交換モジュールを抜いたスロットにセットし、ゆっくりとロックレバーがかかるまで（パ

チンと音がするまで)、奥に押し込んで下さい。電源ケーブルを接続してください。 

 

 

 

 

 

 

必ず故障した電源ユニット側を交換して下さい。 
1台の電源モジュールが故障した場合、電源モジュールステータス LED が緑色の正常

な方を取り外してしまうと、サーバーが停止してしまい、ハードディスクの故障や、

データが消失する可能性がありますので、必ず電源ユニット LED が消灯している故障

した方を取り外して下さい。 
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1-4-12.筐体カバーの取り外し方法 

プラスドライバ（#2）を準備してください。 

 

 
①のねじを外します。 

②のボタンを押し、カバーを背面方向に動かし、上に持ち上げ、カバーを取り外します。 
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1-4-13.USB ドングルの接続 

 付属の USB ドングルが OS のライセンスキーとなっております。背面の USB ポートに接続して

ください。どのポートでもかまいません。 

 

 

USB ドングル 

 

 

 

 

 

 

 

同一梱包品以外は使用できません。 

複数ご購入の際は取り扱いにご注意願います。 
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2.システムボードの管理 
 

2-1.BMC: Baseboard Management Controller 

本製品は、システムボード上に OS とは独立してハードウェア障害を常時監視する管理用コ

ントローラ（BMC）を搭載しています。背面の専用ポート（LAN 10/100/1000）に接続する

ことにより使用することができます。 

 

2-1-1.BMC 接続準備 

BMC 接続ポートの初期設定は以下の通りです。 

IP アドレス 192.168.001.087 

サブネットマスク 255.255.255.0 

デフォルトゲートウェイ 192.168.001.254. 

 

接続するクライアント側を上記設定に合わせるか、BMC 側を変更します。 

BMC 側の変更は、サーバーの BIOS 設定画面より行います。 

サーバーの電源をオンし、BIOS ロゴが表示されている時に、F2 キーを押し BIOS 設定画面

を呼び出します。 

BIOS 設定画面 → Server → Set BMC LAN Configuration でネットワーク設定を変更し、

後に F10 キーを押し、サーバーを再起動させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※IP アドレス等の設定時、”0”は”000”、”10”は”010”と入力して下さい。 
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2-1-2.BMC 接続 

BMC 管理コンソール(Embedded Server Management System: ESMS)には、Web Console と

Advance Console の 2 種類を選択使用することができます。 

 

 
 

ESMS は以下のポートを使用しますので、ご使用環境によりファイアーウォールの設定を行

ってください。 

・ Remote KVM: 8890(TCP)、8900(TCP) 

・ Discovery: 5000(Multicast)、2000(UDP) 

・ Virtual Storage: 9000(TCP) 

 

 

現在、サポートしているウェブブラウザは、下記の通りです。 

・ Internet Explorer 6 and 7 

・ Mozilla 1.7.13 以降 

・ Firefox 1.5 以降 

 

Web Console はシンプルなコンソールでサーバーと 1対 1で管理します。Advance Console

は、JAVA を利用し、グラフィカルな Remote Supervisor Management がコンソールとして別

ウィンドウで起動します。Remote Supervisor Management は複数台のサーバー管理、Remote 

KVM Console、消費電力の監視などを行うことができます。 

※Advance Console を使用するには、クライアント PC に Java Runtime Environment (JRE6

以降)のインストールが必要です。 
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接続設定後、クライアント側のウェブブラウザを立ち上げ、設定した IP アドレスを URL と

して入力します。 

 

セキュリティ警告が出ますが、そのまま続行します。 

 
※Firefox では、「危険を理解した上で接続するには」をクリックし、セキュリティ例外を

追加して進みます。 

 

 

下記のようなコンソール選択画面が表示されます。 

 

 
Web Console または Advance Console を選択してください。 
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Web Console を選択した場合、Username と Password を入力し Login ボタンを 

押してください。 

 

Username と Password の初期値は以下の通りです。 

Username root 

Password changeme 

それぞれを入力し、Login ボタンをクリックします。 

 

ログイン後の初期画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この画面より、各々の項目を選択しシステムボードの状態確認、リモートによる電源オン、

オフ、Eメールによる監視通知の設定などを行うことができます。 
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Advance Console を選択した場合、下記のような Remote Supervisor Management が起動し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラスボタンまたは、メニューバーの tools→Manual Insert BMC Host から接続対象サー

バーの IP アドレス、User ID Password を入力し、submit ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤枠内(BMC Host Selection Panel)に管理対象のサーバーが追加されます。 

赤枠内(BMC Host Selection Panel)及び青枠内(Management Panel)で対象ホストを選択、

切換ながら複数のサーバーを管理することができます。 

緑枠内(Function Selection Panel)のタブや青枠内(Management Panel)を操作することで

稼動状況、イベントログ、監視通知用 Eメール設定、Remote KVM Console、リモートでの

電源オン・オフ、電力監視などを行うことができます。 
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Remote KVM Console 機能を使用することによりサーバーの VGA 出力画面を表示し、サーバ

ーを操作することが出来ます。 
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3.システム セルフチェック機能 
 

3-1.起動時ビープ音 

システム起動時、画面表示がスタートする前に BIOS にて致命的なエラーが検出された場合、ビー

プ音が鳴り、起動シーケンスが停止します。ビープ音の回数により内容を知ることができます。 

 

3-1-1.POST 前のビープコード 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-1-2.POST ビープコード 

 

 

 

 

 

3-2.システムイベントログ(SEL) 

BMC が機能している場合、BMC がシステム障害を検知すると全面及び背面のステータス LED（橙）

を点滅または点灯させます。ステータス LED が点灯又は点滅している場合は、BMC 管理コンソー

ルまたは BIOS 設定画面 → Server → View Event Log より障害内容を確認することができま

す。障害発生時は、製品販売元もしくは保守担当会社へお問合せください。 

 

 

ビープ音の回数  

1  beep if no media 
2  beeps for boot-block bios file absent 
3  beeps for insert next diskette in A: 
4  beeps for flash program successful 
5  beeps for read file error 
7  beeps for no flash present 
8  beeps for floppy controller error 
10  beeps for flash erase error 
11  beeps for flash program error 
12  beeps for wrong bios file size 
13 beeps for ROM image mismatch 

1 long beep after 4 beeps beeps for BIOS recovery by jumper 

ビープ音の回数  

1  Memory refresh timer error  

3  Base 64 KB Memory Failure  

6  8042-Gate A20 Failure  

8  Display Memory Read/Write Error  

2  Exception interrupt shutdown 

3  No main memory 
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3-2-1.Web Console からの SEL 確認方法 

Web Console にログインします。System Monitoring タブをクリックします。 

 

 

 

Summary 画面が表示されます。本画面でファンや CPU 等を監視しているセンサの一覧と状況を確

認することができます。 

Event Logs タブをクリックします。 
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SEL 表示例 

 

 

 

 

 
①電源オン→②シャットダウン→③電源オン→④シャットダウン→⑤電源オン→⑥シャットダウ

ン→⑦直後に AC 供給断 を行った時のログ表示です。 

 

①③⑤：電源オン時は、フロントスイッチ/リモート どちらで行っても、3イベントがログされま

す。 

②④⑥：正常にシャットダウンされても、Critical イベントとしてログされます。Critical イベ

ントとして扱われるため、シャットダウン後のスタンバイ状態でフロント及び背面のステ

ータス LED が橙点灯します。次回、電源オン時に正常に起動すれば自動的にステータス

LED は消灯します。 

⑦  ：シャットダウン直後、BMC が正常終了とセンスする前に AC 供給断（ケーブル抜き）を行

った場合、Critical：AC lost Asserted がログされます。このイベントがログされた場

合、次回正常に起動してもステータス LED は橙点灯したまま消灯しません。その場合はコ

ンソールから手動でステータスLEDを消灯もしくはSELを消去するとステータスLEDが消

灯します。 

 

 

①～⑥が繰返しログされている場合、システムは正常です。 

システムの安定稼動のためにも定期的に SEL を確認することを推奨します。 

 

 

 

② 

① 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

イベントログの保存ボタン 

テキストファイル形式でログを保存できます。

イベントログの消去ボタン 

現在のログを消去できます。 
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コンソールから手動によるステータス LED 消灯方法 

 

Fault LED タブをクリック、Turn Off にチェックを入れ、Submit ボタンを押してください。 

 

 

3-2-2.Advance Console からの SEL 確認方法 

Remote Supervisor Management を起動し、Server Monitor タブをクリックし Monitor 画面を表

示します。左側ツリーより SEL を表示したいサーバーの IP アドレスをクリックします。 
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Remote Supervisor Management による SEL 表示例 

 

 

SEL 消去方法 

Delete ボタンの左側の Host 欄に SEL を消去したいサーバーの IP アドレスを選択し、Delete ボ

タンを押してください。 

 

SEL 保存 

Remote Supervisor Management からは SEL を保存できませんので、Web Console から保存をし

てください。 
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4.RAID 構成方法 

4-1.RAID 構成の確認方法 

本製品は工場出荷時に冗長性のある RAID 構成を行い、OS をインストールし出荷しています。

RAID 構成及び状態の確認方法は以下の 2種類があります。 

1) システム起動時に RAID カード ユーティリティ（BIOS）に入りモニタ画面で確認 

2) システム稼働中にローカルまたはリモートにてウェブブラウザよりWebPAM PRO(RAID構成管

理ソフトウェア)にログイン後、確認 

 

4-1-1.RAID カード ユーティリティ（BIOS）による確認方法 

サーバーにキーボード、マウスとモニタ接続または Remote KVM Consol でサーバーの電源をオ

ンします。マザーボードの BIOS がスタートし、次に RAID カードの BIOS がスタートします。下

記画面ではそのまま待機します。 

 

 

下記画面に移行後に Ctrl+S キーを押し、RAID カード ユーティリティに入ります。 
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メインメニューから、Disk Array Management を選択し、Enter キーを押します。 

 

※アレイの容量は製品モデル(搭載 HDD 容量及び台数)で異なります。 

 

↑↓キーで ID 0 を選択し Enter キーを押します。構成されているアレイの情報が表示されます 

 

 

 

 

Physical Drives in the Disk Array を選択するとアレイを構成している HDD の情報が表示され

ます。※HDD の情報（Model Name、Capacity 等)は製品モデルにより異なります。 

 

構成しているアレイの全容量 

アレイ未構成全容量 

※1GB 未満は構成できません 

アレイを構成している HDD 数 

作成されている論理ドライブ数 

アレイ状態 

Ok：正常 

Degraded: 縮退中 (HDD 故障中) 

Rebuilding: リビルド中 

Offline: 使用できません 

RAID5 構成･･･HDD2 台以上故障 

RAID6 構成･･･HDD3 台以上故障 

論理ドライブ状態 

Ok：正常 

Degraded: RAID6 構成･･･HDD1 台故障 

Critical: RAID5 構成･･･HDD1 台故障 

RAID6 構成･･･HDD2 台故障 

Offline: 使用できません 

RAID5 構成･･･HDD2 台以上故障 

RAID6 構成･･･HDD3 台以上故障 

Rebuilding: リビルド中 

HDD 状態 

Ok：正常 

Dead: 故障 

Offline：使用できません 

Stale: 不正な構成情報により 

使用できません 

PFA: HDD からのエラー情報により 

使用できません 

構成しているアレイの全容量 
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Esc または Return to Previous を選択し前に画面に戻り、Logical Drives in the Array を選択すると論理

ドライブの情報が表示されます。※論理ドライブ ID1 の容量は製品モデルにより異なります。 

 

 

 

 

 

RAID カード ユーティリティを終了する時は、F10 キーを押し、その後 Yキーを押します。 

システムが再起動されます。 

 

4-1-2.WebPAM PRO（構成管理ソフトウェア）による確認方法 

WebPAMPRO は製品出荷時にインストールされています。 

ネットワーク経由でログインするため、ご使用中の PC の Web ブラウザのアドレスに以下のアド

レスを入力します。 

 

https://xxx.xxx.xxx.xxx:8443/promise/ 

 

※xxx は本製品に割り振られた IP アドレスを入力します。サーバー管理用 LAN ポートは管理専

用ポートに設定されていますので接続できません。以下は IE8 を例に説明します。 

  

セキュリティ警告画面が出ますが、こ

のサイトの閲覧を続行する（推奨され

ません）をクリックし操作を続けます。 

 

 

 

 

 

 

 

論理ドライブの容量 

論理ドライブ状態 

Ok：正常 

Degraded: RAID6 構成･･･HDD1 台故障 

Critical: RAID5 構成･･･HDD1 台故障 

RAID6 構成･･･HDD2 台故障 

Offline: 使用できません 

RAID5 構成･･･HDD2 台以上故障 

RAID6 構成･･･HDD3 台以上故障 

Rebuilding: リビルド中 



30 

 

左図が表示されましたら 

ユーザー名：administrator 

パスワード：password 

を入力し、ログインボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初期画面が開きましたら、左側のツリーからディスクアレイ 0を選択クリックします。 

 

 

ディスクアレイの情報画面が開きます。 

この画面によりアレイ、HDD、論理ドラ

イブの状況が確認できます。 

詳細な情報を確認したい場合は確認し

たい項目にカーソルを合わせクリック

してください。 

 

 

 

 

作業終了後は、ログアウトをクリックし、ログイン画面に戻りブラウザを終了させてください。 
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4-1-3.WebPAMPRO ユーザー管理 

パスワード変更方法 

 

 

 

 

 

 

ログインユーザーのパスワードを変更するには、ツリーからユーザー管理をクリックし、パス

ワードを変更したいユーザーをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

ユーザー設定画面が開きますので、パスワードタブをクリックします。 

 

 

 

 

 

古いパスワード、新しいパスワード、パスワードの再入力の各欄を入力し、提出ボタンを押し

ます。パスワードが変更されます。 

 

ユーザー追加方法 

Administrator 以外にログインユーザーを追加することができます。ツリーからユーザー管理を

クリックし、作成タブをクリックします。ユーザーの作成画面が開きますので各欄を入力し、

有効にチェックを入れ、提出ボタンを押します。 

特権について 

・ View：ログインできますが閲覧のみで設定の変更はできません 

・ Maintenance：手動でのリビルド、メディアパトロール、冗長性検査が実行できます。 

・ Power：ほぼ全ての設定、機能を実行できますがアレイの削除はできません。 

・ Super：全ての設定、機能が実行できます。(administrator) 
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4-2.RAID 構成の削除及び再構成 

4-2-1.工場出荷時の RAID 構成 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-2-2.RAID 構成削除 
 

 

 

 

 

アレイ削除 

アレイ構成を変更したい（構成 HDD 台数など）場合は、現在のアレイを削除し、その後アレイ

を再度構成してください。 

 

メインメニューから、Disk Array Management を選択し、Enter キーを押します。 

↑↓キーで ID 0 をハイライトさせ、スペースキーを押して選択（＊マーク）します。 

選択後、Delete Selected Disk Arrays が選択可能になるので↑↓キーでハイライトさせ Enter

キーを押してください。 

 
 

 

 

 

型番 NCD1T12SANAS2UGS NCD2T12SANAS2UGS NCD300G12SSNAS2UGS NCD600G12SSNAS2UGS 

HDD タイプ SATAⅡ 3Gbps 7200rpm SAS 3Gbps 15000rpm 

HDD 搭載数 1TB×12 2TB×12 300GB×12 600GB×12 

アレイ構成 

Array ID: 0 

Physical Drive 

ID:1、2、3、4、5、6、7、8、9、10、11 

論理ドライブ構成 

Logical Drive ID: 0 

OS 領域 

Capacity: 

RAID Level: 

Stripe Size: 

Sector Size: 

Write Cache Policy: 

Read Cache Policy: 

200 GB 

RAID 6 

64 KB 

512 Bytes 

Write Back 

Read Ahead 

論理ドライブ構成 

Logical Drive ID: 1 

データ領域 

Capacity: 

RAID Level: 

Stripe Size: 

Sector Size: 

Write Cache Policy: 

Read Cache Policy: 

0 GB（Auto･･･構成可能な 大値） 

RAID 6 

64 KB 

512 Bytes 

Write Back 

Read Ahead 

スペアドライブ構成 Physical Drive ID:12 Global 

必要なデータは必ずバックアップして下さい。 
アレイ構成や論理ドライブを削除すると元のデータは失われ復元することはできませ

ん。削除する前に必要なデータは必ずバックアップしてください。 

①ID 選択: ↑↓ ⇒ Space ｷｰで確定 

 

②Delete Selected Disk Arrays: 

  ↑↓ ⇒ Enter ｷｰで確定 
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Ｙキーを押してください。Array ID 0 が削除されます。 

 
 

 

論理ドライブ削除 
アレイ構成を変更せず、論理ドライブ構成を変更したい（論理ドライブ容量、RAID レベルなど）

場合は、現在の論理ドライブを削除し、再度作成してください。 

 

 
メインメニューから、Logical Drive Management を選択し、Enter キーを押します。 

↑↓キーで削除したい論理ドライブをハイライトさせ、スペースキーを押して選択（＊マーク）

します。 

選択後、Delete Selected Logical Drives が選択可能になるので↑↓キーでハイライトさせ

Enter キーを押してください。 

 
Ｙキーを押してください。選択した論理ドライブが削除されます。 

①ID 選択: ↑↓ ⇒ Space ｷｰで確定 

 

②Delete Selected Logical Drives: 

  ↑↓ ⇒ Enter ｷｰで確定 
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4-2-3.アレイの構成、論理ドライブ作成、スペドライブ設定 

アレイの構成 

 
メインメニューから、Disk Array Management を選択し、Enter キーを押します。 

↑↓キーで Create Disk Array をハイライトさせ、Enter キーを押します。 

 

 
アレイ構成したい HDD を↑↓キーでハイライトさせ、スペースキーで選択（＊マーク）します。 

後ほど設定する RAID レベルにより 低必要な HDD 台数がありますので、ご検討の上、構成して

ください。 

RAID 0：1 台（冗長性はありません） 

RAID 1：2 台、RAID 1E：3 台、RAID 10：4 台 

RAID 5：3 台、RAID 50：6 台 

RAID 6：4 台、RAID 60：8 台 

スペアドライブを設定したい場合は、ここでスペアに設定したい HDD を構成メンバーに入れな

いでください。↑↓キーで Save Configuration をハイライトさせ、Enter キーを押してくださ

い。下記画面に切り替わり、構成作業が完了します。 
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論理ドライブ作成 
アレイが構成できている状態で、メインメニューから、Logical Drive Management を選択し、

Enter キーを押します。 

 
Logical Drive Management 画面で↑↓キーで Create Logical Drive をハイライトさせ、Enter

キーを押します。 

 

 
論理ドライブを作成したいアレイを↑↓キーでハイライトさせ、スペースキーで確定(＊マー

ク)します。↑↓キーで Next Step をハイライトさせ Enter キーを押します。 
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Create Logical Drive 画面が開きますので各項目を設定します。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各項目の設定が終わりましたら、Save ConfigurationをハイライトさせEnterキーを押します。 

 

Logical Drive Management の画面に戻ります。 

 
 

 

メインメニューへ戻り、Background Activity を選択すると初期化の進捗及び初期化待ちの論理

ドライブを確認することができます。内部処理の関係で、初期化が自動で開始されるまで数分

かかる場合があります。初期化が終了すると Background Activity 画面から作業内容が消えま

す。また、メインメニューの Event Log から初期化の開始及び終了を確認することができます。 

初期化途中に電源 OFF や再起動などをした場合、初期化途中の論理ドライブは中断した部分よ

り初期化が再開されます。初期化終了まで OS からはドライブとして認識されませんので、初期

化終了を待って OS インストールを開始してください。 

 

構成しているアレイの残容量 

論理ドライブに管理用の名前設定

RAID レベル選択（必須）

作成する論理ドライブ容量（必須）

※0入力は作成可能 大容量 

ストライプサイズ 初期値：64KB 

※アクセスファイルのサイズが大き

い場合、数値を大きくするとパフォー

マンスが向上する場合があります。 

セクターサイズ 初期値：512Byte

※変更しないでください 

ライトキャッシュポリシー 初期値：Write Back

※ライトキャッシュをオフしたい場合 

Write Through に設定してください。 

パフォーマンスは低下します。 

リードキャッシュポリシー 初期値：Read Ahead 

※ライトキャッシュをオフした場合のみ No Cache に設定できます。

Read Ahead は無効でリードキャッシュを有効にしたい場合、Read 

cache に設定してください 

RAID 0 以外の RAID レベルで論理

ドライブを作成した場合、自動的

に初期化が開始されます。 

Status：Synchron 

※同じアレイ内に複数の論理ド

ライブを作成した場合、初期化は

順番に実施されます。初期化待ち

の論理ドライブは Status：Ok と

表示されますが、順次自動で初期

化されます。 
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スペアドライブ設定 
 

スペアドライブを設定するには、アレイ構成されていない HDD が必要です。 

 

スペアドライブを設定する場合、メインメニューから、Spare Drive Management を選択し、Enter

キーを押します。 

 
↑↓キーで、Assign Spare Drive をハイライトさせ、Enter キーを押します。 

 

 
スペアに設定可能な HDD が表示されますので、↑↓キーでハイライトさせ、スペースキーで確

定(＊マーク)します。↑↓キーで Next Step をハイライトさせ Enter キーを押します。 

 

 
各項目の設定が終わりましたら、Save ConfigurationをハイライトさせEnterキーを押します。 

Spare Drive Management の画面に戻り、設定完了です。 

Yes：リビルド終了後に HDD を交換し

た場合、自動的にデータ転送が行われ

元のスロットがスペア設定されます。

No：リビルドが発生する度にスペアの

スロット位置は変わっていきます。 

Global：アレイが複数存在してい

る場合、全てのアレイに対してス

ペアとして待機します 

Dedicated：特定のアレイに対して

のみスペアとして待機します。 

本設定時のみ、対象アレイ指定画

面が表示されますので、アレイを

指定してください。 



38 

4-2-4.重要 

HDD が故障した場合、冗長性のある RAID 構成ならばリビルド処理により再度冗長性を回復しま

すが、リビルド処理を行う場合、残存 HDD の全領域が正常に読み込めることが前提になります。

アクセス頻度が低いファイルや未使用領域に HDD 障害が発生していた場合、内在していた障害

がリビルド処理中に発生する場合があります。冗長性の無い状態で HDD 障害が発生した場合デ

ータの復旧はできません。 

以下に説明しますメデイアパトロールや冗長性検査を定期的に実施することによる HDD 障害の

早期発見はシステムの安定稼働に有効です。定期的に冗長化検査及びメデイアパトロールを週

に 1回、少なくとも月に 1回は実施することを強く推奨します。 

 
 対象 概要 

冗長性検査 

Redundancy Check 
論理ドライブ 

論理ドライブの整合性を設定された順番に検査します。

検査中に不良セクタを検出した場合修復します。 

メデイアパトロール 

Media Patrol 
HDD 

HDD の全領域を HDD1 台ずつ順番に検査し不良セクタを

検出した場合修復します。 

スペア チェック 

Spare Check 
スペアドライブ 

スペアドライブが正常に認識されているかデータ領域

のテストを部分的に行います。 

 

 

冗長性検査とメデイアパトロールについて 
 

冗長性検査 

論理ドライブごとに実行します。イニシャライズしていない論理ドライブには実行できま

せん。システムからのアクセスを受け付けながら検査は進みますが、負荷が高い場合は処

理性能が低下することがあります。頻繁にアクセス処理を要求されるようなシステムでの

利用を推奨します。 

 

 

メディアパトロール 

RAID 構成されている HDD 1 台ずつ(スペア含む)順番に実行していきます。メディアパトロ

ールは HDD にしてアクセス負荷が高い場合、システムからのアクセスを優先するため処理

が進まない可能性がありますが処理性能の低下はありません。また、大容量 HDD に対して

はアクセス負荷が低い場合でも全領域を検査するには相当長い時間が掛かります。夜間や

週末などアクセス負荷が軽い時間帯が存在するシステムでの利用を推奨します。 
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冗長化検査 
 

冗長化検査を手動で行う場合 
WebPAMPROにログインし、ツリーからST EX4650をクリックしサブシステム情報画面を開きます。

バックグラウンドアクティビティタブ 右側▼→冗長化検査の開始をクリックします。 

 
 

冗長化検査の開始画面が開きます。 

論理ドライブを1つずつ設定する必要がありますので、検査対象の論理ドライブを選択します。 

自動修正：チェックを入れると冗長化検査時に整合性でエラーを検出した、他の HDD からデー

タを修復します。チェックを入れないと修復しません。 

エラー時中断：チャックを入れると整合性でエラーを検出した場合検査を中断します。チェッ

クを入れない場合エラーを検出しても検査を続行します。 

 
設定が終わりましたら、提出ボタンを押します。 

画面が切り替わり、冗長化検査が開始されます。 

バックグラウンドアクティビティ画面から、検査進捗を確認することができます。 
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スケジューリングにて定期的に行う場合 
WebPAMPROにログインし、ツリーからST EX4650をクリックしサブシステム情報画面を開きます。

スケジューラ 右側▼→BGA(バックグラウンドアクティビティ)スケジュールの追加をクリック

します。 

 
 

例として毎週土曜日の 0:00 から全ての論理ドライブに検査を行う設定をします。 

新規の BGA スケジューラ画面が開きます。 

 
スケジューラ名：Redundancy Check 

このスケジュールを有効にする：チェック追加 

繰り返しパターン：weekly 

次へボタンを押します。 

 

詳細設定をします。 

 
 

設定が終わりましたら、提出ボタンを押します。 

 

設定が終了すると以下の画面に切り替わり設定終了です。 

① 開始時刻

② Every 1 weeks

③ Saturday のみチェック 

④ No End Date

初回検査日より前に設定 

④ 自動修正 チェック 

⑤ 全ての論理ドライブにチェック 
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定期検査実行中は、手動実行時と同様に進捗を確認することができます。 

 

 

 

 

 

メデイアパトロール 

 

メデイアパトロールを手動で行う場合 
WebPAMPROにログインし、ツリーからST EX4650をクリックしサブシステム情報画面を開きます。

バックグラウンドアクティビティタブ 右側▼→メデイアパトロールの開始をクリックします。 

 
 

メディアパトロール画面が開きましたら、開始ボタンを押します 

 
 

画面が切り替わり、メディアパトロールが開始されます。 

バックグラウンドアクティビティ画面から、進捗を確認することができます。 
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スケジューリングにて定期的に行う場合 
 

WebPAMPROにログインし、ツリーからST EX4650をクリックしサブシステム情報画面を開きます。

スケジューラ 右側▼→BGA(バックグラウンドアクティビティ)スケジュールの追加をクリック

し、バックグラウンドアクティビティのスケジュール画面を開きます。 

 

 
例として毎週土曜日の 0:00 からメディアパトロールを行う設定をします。 

スケジューラ名：Media Patrol 
このスケジュールを有効にする：チェック追加 

繰り返しパターン：weekly 

次へボタンを押します。 

 

 
設定が終わりましたら、提出ボタンを押します。 

 

設定が終了すると以下の画面に切り替わり設定終了です。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 開始時刻

③ Saturday のみチェック 

④ No End Date

初回検査日より前に設定 

② Every 1 weeks
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4-2-5.RAID イベントログ 

本装置の RAID CARD には、独自でエベントログ機能を持っています。ログを確認する方法は 2

種類あります。 

 

・システム起動時に使用できる RAID カード ユーティリティ（BIOS） 

・システム稼動時に使用できる WebPAMPRO 

 

どちらも同じ内容のログで、RAID CARD が情報を保持していますが、ログを保持している場所に

より 2種類あります。 

システム障害時、イベントログを確認することで障害原因の特定や早期の障害解消に役立ちま

す。 

 

・イベントログ：RAM･･･詳細な多くのログを保持していますが、RAID CARD のメモリ上に保持し

ているためシャットダウンや再起動の度に消えてしまいます。 

・イベントログ：NVRAM･･･RAID CARD の不揮発メモリに保存しているため、シャットダウンや再

起動をしても消えません。但しメモリ領域が小さく限られているため、RAM ログ内の重要な情報

だけを保持しています。 

※両ログとも、割り当てられたメモリ領域以上にイベントが増えると自動的に古いログが削除

され新しいイベントがログされていきます。 

 

 

・RAID カード ユーティリティからのイベントログ確認方法 

起動時に RAID カード ユーティリティに入ります。メインメニューから Event Log を選択する

とイベントログ：RAM が表示されます。 

 
※上図の、JBOD system connected は 2U モデルのみログされます。 

 

前述の通り、シャットダウンや再起動の度にイベントログ：RAM はリセットされますので、RAID

カード ユーティリティからの確認は有用ではありません。RAID カード ユーティリティからア

レイ構成、論理ドライブの削除/作成などを行った場合に、このログから実行内容を確認します。 
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イベントログ：NVRAM を確認するには表示の切換を行います。 

Select Location より NVRAM を選択すると、イベントログ：NVRAM を確認できます。 

 
 

ログが多数の場合、Prev Page/Next Page で画面を切り替えます。

 
 

確認したいイベントを↑↓キーでハイライトさせ、Enter キーを押すとイベント詳細が確認でき

ます。 

 
 

 

 

※イベントログを消去したい場合は、Select Location で選択後、↓↑キーで Clear Event Log

をハイライトさせ Enter キーで実行します。 
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・WebPAMPRO からのイベントログ確認方法 

 

システム稼動中に、RAID 機能(HDD)に関する障害発生と思われる場合は WebPAMPRO よりイベント

ログを確認します。 

 

WebPAMPROにログインし、ツリーからST EX4650をクリックしサブシステム情報画面を開きます。

イベントタブ 右側▼→クリックし、実行時イベント(RAM)または NVRAM イベントを選択します

ます。 

 
 

実行時イベント（RAM）表示例 

 
 

NVRAM イベント表示例 

 
 

障害解決に繋がるログが実行時イベントログ(RAM)には無い場合でも、NVRAM イベントにログさ

れている場合もありますので、ログ確認時は両方のログを確認する必要があります。障害発生

時は、製品販売元もしくは保守担当会社へお問合せください。 

イベントログの保存ボタン 

テキストファイル形式でログ

を保存できます。 

古いイベント順に番号が振られて

ログされます。 
イベントログの消去ボタン 

現在のログを消去できます。 
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付録 A.製品仕様 

 

NTC 製品型番 NCD1T12SANAS2UGS NCD2T12SANAS2UGS NCD300G12SSNAS2UGS NCD600G12SSNAS2UGS  

HDD タイプ SATAⅡ 3Gbps 7200rpm SAS 3Gbps 15000rpm  

HDD 搭載数 1TB×12 2TB×12 300GB×12 600GB×12  

OS 領域 

データ領域 

約 200GB 

約 8.8TB 

約 200GB 

約 17.8TB 

約 200GB 

約 2.5TB 

約 200GB 

約 5.2TB 

 

 

RAID 構成 RAID6 + ホットスタンバイ x1 

搭載 CPU Intel Xeon E5620 (2.4GHz) x1 

搭載メモリ 6GB (DDR3-1066 ECC Registered DIMM 2GB×3) 

QPI スピード 

メモリスピード 

5.86GT/s 

1066MHz 

本体重量 26.1kg 26.8kg 25.9kg 26.2kg  
製品重量 

梱包重量 34.1kg 34.8kg 33.9kg 34.2kg  

共通仕様 

外形寸法 

(幅×高さ×奥行き) 
437.2 × 87.5 × 721.3 (mm)  (突起部含まず) 

電源電圧 100～240 VAC 50 / 60Hz 

電源ユニット 80+Gold 750W w/PFC (1+1 Redundant) 

背面 I/O 

インターフェース 
PS2 ×2、COM ×1、VGA ×1、USB(2.0) ×2、RJ-45 ×3 

サポート CPU 2 Multi-Core Intel Xeon 5500 series(Nehalem-EP) / Xeon 5600 series(Westmere-EP) 

ソケット LGA1366 Socket B ×2 

QPI 大 6.4 GT/s 

チップセット Intel 5520 (Tylersburg) + ICH10R 

サポート 

メモリタイプ 
DDR3-1333 / 1066 / 800 MHz ECC Registered / ECC UnBuffered SDRAM 72-bit,240-pin DIMMs 

メモリスロット 

大容量 
12×240pin DIMM,6 channels  ECC Registered: 96GB / ECC UnBuffered: 24GB 

拡張スロット PCI-E(x8)2.0 (Full Height) slot ×2 (1 スロットは RAID CARD 使用済み) 

前面用 I/O USB(2.0) ×2 

背面 I/O PS2 ×2、COM ×1、VGA ×1、USB(2.0) ×2、RJ-45 ×3 

VGA オンボード AST2050 w/8MB DDR2 ビデオメモリ (IPMI2.0 統合チップ) 

LAN 
NIC 1 / 2: Intel 82576 (10/100/1000 BASE-T) 

KVMoIP/IPMI(BMC): Intel 82574L (10/100/1000 BASE-T) 

ACPI ACPI 準拠 S0、S1、S3、S5 

BMC 

ハードウェアモニタ 
マザーボード入力電圧、CPU 及びシステム温度監視、ファン監視、PSU 出力電力監視 等 

BMC AST2050 

システム 

ボード 

BIOS AMI Server BIOS 

FDD/ODD なし 

増設 RAID カード Promise SuperTrak EX4650 ×1 (RAID 0,1,10,5,50,6,60) 

OS 米国 GateStor Data Systems Corporation 製(Linux kernel ベース) 

付属品 

100V 用電源ケーブル×2 （長さ: 1.8m、PSE 適合品） 

2P-3P 変換コネクタ×2 

ラックレール 一式 

LAN ケーブル 

マニュアル CD リカバリ CD×2 

動作環境 10℃ ～ 35℃、湿度: 20% ～ 80%（結露なきこと） 

保存環境 -40℃ ～ 65℃、湿度: 10% ～ 90%（結露なきこと） 

VCCI クラスＡ情報技術装置 適合 
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電波障害自主規制について 

本製品は、情報処理装置等電波障害自主規制(ＶＣＣＩ)の基準に基づくクラスＡに適合した情

報技術装置です。本製品を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。この

場合には、使用者が適切な対策を講じるよう要求されることがあります。   ＶＣＣＩ－Ａ 

 

 

付録 B.消費電力/発熱量 
 

消費電力 / 発熱量 / エネルギー消費効率 

型番 NCD**12SANAS2UGS NCD****12SSNAS2UGS 

大 470W (477VA) 505W (513VA) 

動作時平均 254W (260VA) 371W (378VA) 

アイドル 192W (198VA) 280W (286VA) 
消費電力 

電源オフ 14W  (38VA) 

大 1692KJ/ hr 1818KJ/ hr 

動作時平均 915KJ/ hr 1336KJ/ hr 

アイドル 692KJ/ hr 1008KJ/ hr 
発熱量 

電源オフ 50.4KJ/ hr 

エネルギー消費効率 

電子計算機 c 区分 

通常 

ターボ 

0.0026 

0.0025 

通常 

ターボ 

0.0038 

0.0036 

エネルギー消費効率とは、省エネルギー法で定める測定方法により測定した消費電力(W)を複

合理論性能(MTOPS)で除した数値です。（2007 年度基準） 
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